
２．研究背景

１．研究目的

３．研究内容

４．期待される効果

研究代表機関：

共同研究機関：

開発した指標を活用して育種改良を行い、出荷時期を適正に判断することによ
り、令和 15 年までに和牛生産における飼料費を１割削減

①育種改良のための選抜指標を開発

近年の飼料価格高騰により、和牛生
産においては生産性を維持したうえで
の飼料費の削減が求められている。
このため、飼料利用性が高く短期肥

育を可能とする育種改良に必要な選抜
指標の開発と、農家での出荷時期を適
正に判断するための評価指標の開発に
取り組む。

家畜改良センター、東北大学、福島県農業総合センター畜産研究所

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構

みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業のうち
農林水産研究の推進（委託プロジェクト研究）

和牛肉の持続的な生産を実現するための飼料利用性の改良
【研究概要】

黒毛和種の育種改良のための選抜指標や肥育農家における出荷時期を適正に
判断するための評価指標を開発することにより、和牛生産における飼料費を削
減することを目的とする。

飼料利用性の向上

短期肥育

肥育期間の短縮

飼料摂取量および体重、
体尺や行動データ等の
実測データを活用した
指標を開発

全国の大規模なデータ
ベースから収集した枝
肉重量や肉質等級、肥
育期間等のデータを活
用した指標を開発

【飼料利用性向上のための指標】【肥育期間短縮のための指標】

②農家での出荷時期を適正に判断す
るための評価指標を開発

少ない飼料で
大きく育つ

飼料利用性向上や肥育期間短縮を可能とする
育種改良を実現

指標に基づき出荷時期を適正に判断す
ることで、短期肥育でも十分な格付け
の出荷を実現

系統、体重、栄養摂取量、
血液生化学データ値等の
既存のデータを活用した
指標を開発

同じ給与量で
早く育つ

給与量低減

飼料

摂取量 体重

体尺

行動データ

摂取量体重

飼料費削減
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